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successfu1 co1onization ofthe sp巴cies.
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カワムツ Nipponocyprおω nckiiはコイ科の

淡水魚で，国内では日本海側においては能

登半島以西，太平洋側においては天竜川以西の

本州，四国，九州の河川と湖沼に自然分布する

(宮地ほか， 1976). カワムツの自然分布の範囲に

ついては異論もあり，片野 (1989) および田中

(1993) は富山県のカワムツは自然分布としてい

る.しかし，近年では，カワムツは関東地方か

ら東北地方の一部にまで分布を拡大し，国内外

来種として認知されている(環境省， 2013;瀬能，

2013). カワムツと近縁のオイカワ Zaccoplatypus 

については，古くから国内外来種として知られて

おり， 1960年代にはすでに自然分布していない

中部・東北地方の多くの河川で報告されていた

(水口， 1990;高村， 2013). また，長野県の千曲川

などでは重要な水産魚種として大量のオイカワが

漁獲されていた(中村， 1952;小山・中村， 1955). 

オイカワの分布拡大は，主として 1925年に始

まった琵琶湖産稚アユ Plecoglossusaltivelis altivelis 

の種苗放流に混生したことによるものと考えられ

ている(中村， 1952;水口， 1990). 

これに対してカワムツの分布拡大は比較的新し
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く，当初は自然分布の太平洋側の東限である天竜

川を越えて関東地方にまで、広まった。具体的には，

片野 (1989)が関東地方への拡散を記述している

ほか， 1990-1991年に行われた河川水辺の国勢調

査において，関東地方の多摩川，鬼怒川，小見

川，利根川，那珂川での生息が確認された(建設

省， 1993). 神奈川県の相模川水系では，近年カワ

ムツの急速な分布拡大が報告されている(蓑宮・

安藤， 2008;粛藤ほか， 2010). 環境省による動

物分布調査報告書(環境省， 2002) においても，

カワムツ類(カワムツもしくはヌマムツ N.sieboldii) 

は 1992年以前にすでに関東地方で確認されてお

り， 1993年以降には福島県でも分布が記載されて

いる.

これに対して，中部地方や福島県以外の東北地

方での分布拡大は遅れて生じたと推測される.環

境省 (2002) によると， 1992年以前に岩手県およ

び山形県でカワムツの分布が記載されているが，

その記載地点での生息は現在確認されていない

(山形県内水面水産試験場，私信;竹内 基，未発

表データ).一方，秋田県の雄物川では 1995年に

カワムツが確認されている(国土交通省湯沢河川

国道事務所， 1995). このほか，河川水辺の国勢調

査では，新潟県の阿賀野川水系の阿賀川，大川ダ

ム，若郷湖において 1999，2001， 2006年にカワム

ツの分布が報告されている(国土交通省， 2013).

松本・本間 (2005) は2003年に新潟県の三面川

で2個体， 2004年に信濃川水系の清津川で 4個体

のカワムツが捕獲されたことを報告している.

しかし国立環境研究所による侵入生物データ

ベースでは，カワムツの国内移入分布域は関東地

方と宮城県となっている(環境省， 2013). 過去の

確認例については，その後のカワムツの生息域の

拡大ないしは消滅といった情報は明らかでない.

そのために，現在の分布域としては確実なものの

みが記載されていると考えられる.

そこで著者らは， 2010-2013年にカワムツの自然

分布域ではない中部・東北地方の河川において調

査を行い，そのうち 5水系 7河川でカワムツの移

入を確認した.また， 3河川では 2-3年にわたって

同一区間でカワムツの採捕を行い，その魚類群集

に占めるカワムツの割合を調査した.このほか，長

野県，新潟県，秋田県，岩手県におけるカワムツ

の移入について，情報収集や文献調査を行った.

これらの結果から，カワムツの分布拡大が近年急

速に進んでいるだけでなく，一部の移入河川にお

いて優占しつつあることが明らかとなったので，そ

の実態を報告する.

材料と方法

調査場所と方法調査は長野県，新潟県，山形

県，秋田県，岩手県および青森県の 24地点で

2010-2013年の 5-10月に行った (Table1). これら

の河川では，漁業協同組合が存在しない新潟県の

佐渡島の久知J11と河崎川を除いて，過去に琵琶湖

産アユの放流が行われている.同一水系で、は本流

と支流を合わせて最多で 3地点調査した.新潟県

佐渡島の国府川支涜長谷川では，約 1krnの間隔

にある 2地点(上流の A区域， 100 mと下流の B

区域， 100 m)で調査を行った.長野県および新潟

県の河川では一部河川を除いて，漁業協同組合の

承諾と県の特別採捕許可を得たうえで電気シヨツ

カー(スミスルート社，モデル 12B，直流， 300V) 

を用いた.その他の場合には，投網 (16節 1000

目)および市販のシマミミズを用いた餌釣りによっ

て魚類を採捕した.調査努力は河川によって異な

り，仔稚魚の採捕は行わなかった。調査では採捕

された他魚種についても個体数を記録した.また，

採捕された魚類のうち，底層魚とアユ以外の魚類

については，すべてエチルアルコールもしくは 10%

に薄めたホルマリン液で固定してもち帰り，その標

準体長を計測した.このほか，青森県産業技術セ

ンター内水面研究所，岩手県内水面水産技術セン

ター，山形県内水面水産試験場にカワムツの分布

についての最新情報を提供していただいた.また，

著者らが 2009年以前に得た確認情報や国土交通

省等による未発表の調査結果についても，許諾を

得たうえで整理して追加した.

結果と考察

採捕調査において，カワムツは長野県の天竜川

支流久米川，岡田沢川，同南大島川，新潟県の関

川支涜儀明川，三面川支流薦川および国府川支流

長谷川，秋田県雄物川支涜羽後大戸川の合計 7地

点で確認された (Table1， Fig. 1). 採捕個体の標準

体長は 5.1-13.2cmの範囲にあった.

このうち天竜川については調査した 3河川すべて

でカワムツが採捕され，とくに久米川では，投網に

よって採捕された 3魚種(カワムツ，アユ，カワヨ

シノボリ Rhinogobius.flummineus ，合計 69尾)のう

ち，カワムツの個体数が 92.8%を占めた.長野県

内の天竜川のカワムツについては，下流部にあた



Summary of investigations of ichthyofauna 

River 

(tributary ) 

Num.of 

Nipponocypris 

temminckii 

Effort 

(min) 

Total 
Capture 

investigation 
method** 

days 

l 

Table 1. 

Num.in 

Figure 1 
Dominant non-benthic fish 

l収temminckii

Zacco platypus 

Z.pla砂pus

Z. platypus 

Z.platypus 

Z.platypus 

Tribolodon hakonensis 

64 

16 

。
。
。

25 

20 

120 

60 

60 

60 

50 

N 

E，N 

E 

E 

E 

E 

2 

Month 

Sep. 

Sep. 

Sep. 

May 

恥1ay

Aug.，Oct. 

Aug.， Sep.， Oct. 

Oct. 

Year 

2011，2013 

2010-2013 

2010 

2010 

2010 

2011 

2011 

2 

4 

5 

6 

3 

Te町 yu(Kume) 

Tenryu (Minamioshima) 

Tenryu (Tazawa) 

Chikuma (Urano) 

Chikuma (San) 

Chikuma* 

Prefecture 

Nagano 

社『

u
p，に
3
注，
t
司
世
肘
U
庁

。135 E 4 7 Yachi Niigata 

T. hakonensis 

T. hakonensis 

。
35 

40 

95 

E 

E 3 Sep.，Oct 

Oct. 

2010 

2010-2012 

8 

9 

Hime 

Seki (Gimyo) 

Seki T. hakonensis 

Z. plα句!PUs

Plecoglossus altivelisα'ltivelis 

P. altivelis altivelis 

。
。
。

30 

30 

140 

E 

E 

E 3 

Sep. 

Oct 

2010 

2010，2011，2013 

2013 

2012 

10 

11 

12 

Sabaishi (Betsuyama) 

Hamochi 

。20 E Oct. 13 Kokufu (Shinbo) 

Kokufu (Hase) 

Kuchi 

N. temminckii 247 120 E 3 Oct. 2010，2011，2013 

2010，2011，2013 

2013 

14 

P. altivelis altivelis 。125 E 3 Oct 15 

P.αltivelis altivelis 

T. hakonensis 

。
24 

30 

120 

E 

A 2 

Oct. 

Sep 

Aug.， Sep. 

2011，2013 

2010，2013 

2010 

16 

17 

Sep. 

Aug. 

Aug. 

Aug. 

Aug. 

Aug. 

For multiple investigations in the same river， total effort and number of N. temminckii cap加redare shown. 

* Small stream in National Research Institute ofAquaculture 

紳 N，casting net; E， electrofishing; A， angling 

P.αltivelis altivelis 

Gnathopogon elongatus 

T. hakonensis 

T. hakonensis 

。
。
6 

。

360 

540 

60 

660 

N 

N，A 

A 

A 

2 

2 

2013 

2010，2011 

2011 

18 

19 

20 

21 

Miomote(Komo) 

Aka (Koguro) 

Nikko (Arase) 

Omono(Ugo・ootogawa)

Shizukuishi (Ryu) 

Shizukuishi (Minami) 

Kawasaki 

Yamagata 

Akita 

Iwate 

Z. platypus 

T. hakonensis 

。300 A 22 

。90 A 2010 23 Narusawa Aomori 

、。、。

Rhynchocypris logowskii steind.αchneri 。60 A 2010 24 Iwaki 



片野修ほか

また，佐渡島の他の河川である久知川，河崎川，

羽茂川でも，オイカワは探捕されたものの，カワム

ツは確認されなかった.国府川では 2009年に小学

校の観察会においてカワムツが採捕されており，そ

れを著者の一人である伊藤が同定したのが初確認

である.

新潟県の三面川では，今回の調査において 2年

にわたって同じ支流でカワムツが採捕された.この

水系では上述したように 2003年の採捕記録が残さ

れているが(松本・本間， 2005)，今回聞き取りの

結果，新潟市水族館が 2001年と 2006年にそれぞ

れ 16個体および l個体のカワムツを別の支流であ

る長津川につながる農業水路で採捕していることが

明らかになった.その後2008年には著者の一人で

ある富樫がさらに別の支流である山田川でも 4個体

を採集している.

新潟県の阿賀野川水系のカワムツについては，

先に述べたように，河川水辺の国勢調査によって

分布が報告されているが， 2013年時点での状況は

把握していない.また，新潟県の信濃川水系では，

著者の一人である井上が 2004年に清津川で4個

体捕獲した後(松本・本間，2005) ， 2005年にはそ

の下流である十日町市の信濃川本流においても幼

魚を l個体探捕している.カワムツの 2013年時点

での状況は不明である.

秋田県の雄物川水系では，著者らの調査 CTab1e

1)において 2013年に西馬音内川の支涜にあたる

羽後大戸川で，短時間のうちに 6個体が採捕され

ている.この水系での初確認は 1995年のことであ

り，横手市内の本流でカワムツの成魚が 6月と 10

月に I個体ずつ確認された(国土交通省湯沢河川

国道事務所， 1995). また同地点で 2000年に著者

の一人である熊谷が 15個体の成魚を捕獲した(熊

谷，未発表データ).さらに同年 11月には支流の西

馬音内川で I個体の未成魚が捕獲されている(秋

田県建設交通部河川課，2000).

山形県，岩手県，青森県では 1-2河川のみで調

査を行ったが，カワムツはまったく採捕されなかっ

た.このうち岩手県では，著者の一人である竹内

が 1994年に宮古市の閉伊川で成魚の群れを潜水

観察によって確認し，さらに約 50個体の稚魚を採

捕している.また 1997年には三戸市の馬淵川にお

いて成魚 l個体を探捕確認した.その後， 2012-

2013年に閉伊川において，標準体長が 2.1-15.4cm 

のカワムツが合計 25個体確認されている(熊谷，

未発表データ).馬淵川での 2013年時点での生息

状況は不明である.山形県と青森県では，それぞ

700 

N
4
T
 

Fig. 1. Map of study sites where Nipponocypris 

temminckii were (.) and were not (0) captured between 
2010 and 2013. Numera1s indicate code numbers in Tab1e 1. 

る泰阜村の万古川で 1981年に生息が報告されてい

るが(山下， 1981)，その他の河川では 1995年ま

で、確認例がなかった(大原， 2013). ところが 1996

年になって天竜川本流の数ケ所と飯田市の久米川

を始めとした 4支流でカワムツが確認された(下伊

那教育会生物委員会， 2001). その後，著者の一

人である大原が天竜川の本支流を合わせた 59河

川で継続的に調査したところ， 2013年までの間，

順次カワムツの分布域は上流側へ拡大し，現在で

は飯田市，高森町，松川村，中川村，飯島町で調

査した 32河川すべてに分布し，さらに上流の駒ケ

根市でも，調査を行った 7河川中 4河川にカワム

ツが生息する状況になっている(大原， 2008， 2011， 

2013). 

新潟県の関川では，支流の儀明川でカワムツが

確認されたが，その他の支流で、の調査は行ってお

らず，現在の分布の広がりは不明である.国府川

水系で、は，支流の長谷川でカワムツが確認された

が，別の支流で、ある新保川では確認されなかった.
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Fig.2. Yearly changes in percentages of Nipponocypris temminckii and Zacco platypus of all non-benthic fishes. Benthic 

fishes included Pseudogobio esocinus， Silurus asotus， Lethenteron reissneri， Misgurnus anguillicaudatus， Cobitis sp.， Cottus 

sp.， Rhinogobius spp.， Tridentiger sp.， Gymnogobius spp. Black and White bars indicate N temminckii and Z. platypus， 

respectively. Figures above graphs indicate numbers offish cap旬red.

れの県の水産試験場あるいは水産総合研究セン

ターも，現在カワムツ在確認していない.

カワムツが近縁のオイカワと同所的に生息する場

合に，両者の聞に攻撃行動が起こり，餌をめぐる

競争が生じることが報告されている CKatano，

1994). そこで，同一地点に生息するカワムツとオ

イカワの動向について複数年にわたって調べた結

果から，底層魚を除く中層魚全体の中で両種が占

める個体数の割合(占有率)を図示した CFig.2). 

カワムツの割合は国府川支涜の長谷川と三面川支

流薦川において年の経過とともに高くなり，関川支

流の儀明川においても 2012年に最も高い値を示し

た.一方，オイカワでは長谷川の B区域を除くと，

占有率の増加傾向は認められなかった.

国立環境研究所の侵入生物のデータベース(環

境省， 2013)によると，カワムツの圏内移入区域は

宮城県と関東地方となっており，今回カワムツが確

認された長野県，新潟県，秋田県および岩手県は

圏内移入分布域には含まれていない.

しかし新潟県では 3河川でカワムツが採捕さ

れ，いずれも複数年にわたって多数の個体が採捕

されたことから，そのすべてでカワムツは定着して

いるものと考えられる.さらに阿賀野川や信濃川と

いった流程の長い大河川でも過去にカワムツは複

数確認されており，今後のさらなる分布拡大が懸念

される.秋田県の雄物川においても，国土交通省

の河川水辺の国勢調査等で確認されているほか，

著者らの調査でも採捕されたことから，すでに定着

し分布を拡大しているものと推測される.一方，新

潟県佐渡島ではオイカワが少なくとも 5河川で定着

しているのに対して，カワムツが確認されたのは 1

河川だけであり，おそらくその侵入時期が新しいた

め分布は限定されていると考えられる.

複数年にわたってカワムツの動向を調べた河川

では，魚類群集に占めるカワムツの割合が増加し

ていた.一部の河川でカワムツとオイカワの個体数

が減少した理由としては，前年の調査で探捕した

個体をもち帰ったことが挙げられる。長野県の天竜
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川支流の久米川において カワムツが底層魚を除

く魚類の 90%以上を占めるようになった例もあるこ

とから，一旦侵入・定着するとカワムツは他魚を減

少させ，それによって魚類群集の種組成を大きく変

える恐れがある.したがって移植によるカワムツの

分布拡大を止める施策が必要である.具体的に

は，琵琶湖産アユ種苗を初めとした淡水魚の移植

放流に際しての注意義務やペットショップやイン

ターネットを通した淡水魚の売買についての規制が

求められる.

カワムツの個体数増加には，河川の物理的環境

変化，水温変化および外来魚やカワウなどの魚食

性鳥類の影響なども考えられるが，この点は今回

の調査では明らかではなく，今後の課題である.

カワムツが確認された河川周辺では琵琶湖産ア

ユの放流が過去に行われた記録があることから，カ

ワムツの移入経路としては 琵琶湖産アユ種苗へ

の混入が可能性として最も高い.しかし，カワムツ

が確認されなかった河川の大半においても，琵琶

湖産アユの放流は過去に行われており，これらの

河川でカワムツが侵入していない理由は不明であ

る。琵琶湖産アユの放流は 1920年代中頃から全

国的に展開されたが，現在では減少しており，多く

の河川で人工産アユに置き換えられている(井村，

2008 ;滋賀県農政水産部水産課， 2011). このこと

から，カワムツが近年急速に分布を拡大させてい

る理由としては，水温などの環境変化や観賞魚

ブ、ームを反映したインターネット経由での放流など

も疑われるが，明らかではない。また，カワムツが

侵入した洞JlIでは，ドジ、ヨウ Mis伊 rnusan:伊 illicaudatus

やヘラブナ Carassiuscuvieriなど，他魚種の放流も

行われているので，他の移入経路についても否定

できない.

遺伝解析によると，調査河川のうち，新潟県国

府川支流長谷川のカワムツは琵琶湖集団と同じ遺

伝子をもっていたが，新潟県関川支流儀明川のカ

ワムツは琵琶湖集団とは異なる集団由来の遺伝子

をもち，長野県天竜川支流久米川のカワムツは両

方の遺伝子を併せもっていた(河村ほか，未発表

データ).これらのことからも，オイカワと同様に

(水口， 1990)，カワムツにおいても複数の移入経路

があると推測される.

カワムツについては過去に A型と B型に区別さ

れている場合と，区別されていない場合があった

が，現在では B型に相当するものがカワムツであ

り， A型はヌマムツとして記載されている.古い時

代の調査や文献では，この区別が不明確で、あった

可能性が高いが，本調査で採捕されたものはすべ

てカワムツであり，ヌマムツはまったく確認されてい

ない.この点については，遺伝的特徴からも確認

されているが(河村ほか，未発表データ)，その理

由は明らかでない.オイカワ，カワムツ，ヌマムツ

の聞では交雑個体が生じることが報告されており

(酒井ほか， 1992;吉郷， 2000;荒尾・下山，

2006)，これらの魚種の分布拡大が交雑を通して魚

類群集者E撹乱する可能性にも留意すべきである.
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